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研究成果の概要（和文）：本計画研究は、超伝導体・磁性絶縁体・半金属などの物質の中でトポロジカルな量子
状態を特徴とする物質や現象を見出し、特に電子同士の相互作用が強い「強相関電子系」ならではの効果を理解
することを目的に行った。顕著な成果として、世界に先駆けて、電子の分数化状態であるマヨラナ準粒子の存在
を確実にする観測事実を得た。これはルテニウム化合物の量子スピン液体状態での熱ホール効果の半整数量子化
を発見したことによる。また、トポロジカル物質の中から、ネマティック超伝導、アンチペロブスカイト酸化物
で初の超伝導や、線ノード半金属での超伝導などを発見した。さらに、時間反転対称性を破るトポロジカル超伝
導体の研究を深化させた。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we have investigated phenomena characterized by 
topological quantum states among superconductors, magnetic insulators, and semimetals. As a 
remarkable achievement, we obtained a strong evidence to ensure the existence of Majorana 
quasi-particles, which are fractional states of electrons, for the first time in the world in a 
magnetic insulator. This is done by observing the half-integer quantization of the thermal Hall 
coefficient in the quantum spin liquid state of a ruthenium compound. In addition, from the 
development of topological materials, we discovered the first nematic superconductivity, the first 
superconductivity in antiperovskite oxides, and superconductivity in the line-nodal semimetals. We 
also deepened our knowledge on topological superconductors that break the time-reversal symmetry.

研究分野：低温物理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
物質のトポロジカル状態の理解が深まるとともに、トポロジカルとみなせる物質の範疇が急速に広がった。この
5年間で、さまざまな超伝導体や絶縁体での研究はもちろん、新たに半金属や磁性体でのトロポジカル状態の研
究が大きく進展した。その中から、電子の分数状態であるマヨラナ粒子を世界に先駆けて実証できた。このよう
な分数化粒子の性質は、量子計算の基礎にもなると期待される。トポロジーの視点は、既知の現象に別の見方を
付加するというだけのものではなく、新しい物質や新奇現象を生み出す強い原動力になることを明確に示した。
本研究の成果は、トポロジカル物質科学の学術分野構築に大いに貢献した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
物質状態のトポロジカル分類に関して理解が深まり、
実証例も蓄積してきた。平成22-26年度の新学術領域
研究「トポロジカル量子現象」（代表: 前野悦輝）で
は、この研究進展の初動機に世界的存在感のある貢献
ができた。強相関効果によって多くの自由度が活性に
なり、様々な新トポロジカル状態が生まれるという全
体描像が徐々に明らかになる背景があった（右図）。
本計画研究では、電子間相互作用が本質的に重要とな
る強相関物質に焦点を当てた。なかでもトポロジカル
性をもつ非従来型超伝導、量子スピン相関が生むワイ
ル半金属や量子スピン液体等を目指す課題に上げた。 
 
２．研究の目的 
本計画研究の目的は、電子間の相互作用が強い物質
（強相関物質）で発現する超伝導体・絶縁体・半金属などでの、トポロジカルな量子凝縮状態や
量子相転移の研究を格段に深化・発展させることである。 
 本研究では、遷移金属酸化物や重い電子系化合物を主な舞台として、人工超格子や微細加工・
接合系も含め、強相関トポロジカル現象の物理を発展させる。この研究の遂行により、非従来型
超伝導という分類をトポロジカル超伝導の視点からとらえなおす。また、モット絶縁体や半金属
も含めた新奇トポロジカル相の創成・制御を進めるとともに、電子相関の有効性を明らかにする。 
 これらの研究を研究項目内および研究項目間での活発な連携を生かして進めることで、新学
術領域「トポロジーが紡ぐ物質科学のフロンティア」の開拓と基礎学理の構築・学問体系の樹立
を目指す本領域全体の目的遂行に貢献する。 
 
３．研究の方法 
【1.トポロジカル超伝導体】、【2. トポロジカル磁性体】、
【3. トポロジカル半金属】で強相関の役割を明らかにす
る。当初テーマとして、上の 3分類で 6つの個別テーマを
挙げた： (1) カイラル超伝導現象の実証、(2) 奇周波数超
伝導状態の実証、(3) マヨラナ準粒子の実証に向けた実
験、(4) ワイル半金属・ワイル型トポロジカル超伝導体の
探索、(5) モット絶縁体でのトポロジカル相の探索、(6) ト
ポロジカル量子相転移の制御。 
この研究の遂行で、対称性に基づく非従来型超伝導と
いう分類を、トポロジカル超伝導の視点からとらえなお
す。また、絶縁体や半金属も含めて新奇トポロジカル相に
おける電子相関の有効性を明らかにする。 
本計画研究A01は《研究項目A班：トポロジーと強相関》の柱として、トポロジカル超流動な
ど相補的テーマを含む公募研究A01と連携する。研究項目間では、マヨラナ準粒子の検証等でD
班・C班と、奇周波数超伝導等でB班と、超伝導素子開発等でC班と連携して相乗的な研究展開を
図る。さらに、世界的な共同研究の展開も含め、世界を先導する研究成果の発信を目指す。 
 
４．研究成果 
以下に記載とおり、トポロジーの視点は、既知の現象に別の見方を付加するというだけのもの
ではなく、新しい物質や新奇現象を生み出す強い原動力になることを明確に示した。 
【1．トポロジカル超伝導体】 
トポロジカル超伝導の世界的研究展開の中で、本新学術領域の特徴として、ルテニウム酸化物
でのバルク・薄膜・微細構造系での研究成果があげられる。また、新奇トポロジカル超伝導発見
や人工超格子系でも独自性の高い成果を挙げた。 
◆ ネマティック超伝導の発見  計画研究A01とB01、さらに公募研究D02を含む共同研究により、
超伝導波動関数の振幅が結晶の回転対称性を自発的に破る新奇な「ネマティック超伝導」を世界
に先駆けて実証した①②。 
トポロジカル絶縁体のBi2Se3に銅をインターカレー
トしたCuxBi2Se3は、「ネマティック超伝導性」を持つト
ポロジカル超伝導の候補として注目されてきた。鄭
(A01)・俣野(A01)らは、瀬川・安藤（B01）らが育成し
た単結晶試料で核磁気共鳴（NMR）実験を行い、超伝
導状態のスピン磁化率が、結晶構造の3回回転対称性を
破る2回対称性を示すことを発見した①。これはスピン
回転対称性が破れたスピン三重項超伝導の実現を示す
③。さらに米澤(A01)・前野(A01)らは、比熱の磁場方向
依存性も180度周期の振動を示すことを明らかにし、永



井(公募研究D03)の理論も踏まえ、新奇な「ネマティック超伝導」の実現を明らかにした②。ま
た、Cuに代えてSr導入系では、ネマティック超伝導のドメイン構造を一軸圧力の印加で制御する
ことに成功した。水島(D01)・藤本(A01)らは、その励起状態であるカイラル・ヒッグスモードの
解析を行った④。「ネマティック超伝導」状態について米澤がレヴュー論文で解説した。 
これらの成果は、新種の対称性破れを伴うスピン三重項のトポロジカル超伝導体をバルク測
定から実証したという重要な意義を持つ。 
◆ アンチペロブスカイト酸化物のディラック電子と超伝導  
アンチペロブスカイト酸化物は、3次元ディラック電子を
持つトポロジカル結晶絶縁体の候補である。前野・米澤・
佐藤昌（D01）らはキャリアドープしたSr3-xSnOでアンチ
ペロブスカイト酸化物では世界で初めての超伝導を発見
した⑤。また、メスバウアー分光からSnのマイナス4価と
いう特異な電子状態を明らかにし、NMR測定からディラ
ック電子系を特徴づける状態密度を観測した。また、北川
(A01)・高木（A01）らは、アンチベロブスカイト酸化物
Sr3PbOも3次元ディラック電子を持つことを量子振動と
ホール伝導から明らかにした。 
◆ ルテニウム酸化物の超伝導状態  
◇１. 新展開と今後の課題  トポロジカル超伝導である時間反転対称性を破るカイラル超伝導体
の有力候補Sr2RuO4の理解は、超伝導分野での重要課題として引き続き世界的に注目されている
⑥。本領域の研究成果として、ピエゾ素子を用いた一軸方向の歪印加で、超伝導転移温度が倍増
する‟3-K超伝導相”、さらにフェルミ面再構築のリフシッツ転移が誘起出来るようになった⑦。
正方対称の1.5-K超伝導相との比較から次々に新しい成果が生まれた。その過程で2019年3月にな
って、これまでのNMR実験の技術的問題が判明した。石田、前野らは新たな実験を行い、NMR
パルスによって数ミリ秒の間、試料温度が超伝導転移温度Tc以上になっていたことを確認した。
これを受けて、偏極中性子散乱でのスピン磁化率の再実験も行った。これらからスピン一重項状
態、あるいはクーパー対スピンがRuO2面内にあるスピン三重項に絞られた。Sr2RuO4の超伝状態
の解明は解決に向かって激動の様相で、スピン一重項のシナリオでも主な実験事実を矛盾なく
説明出来るモデルは現時点では提案されていない。直近の課題として、一軸圧力下で時間反転対
称性破れを検証するKerr効果や、最新データをふまえての理論モデル構築が急がれる。 
◇2. 微細加工系での成果  超伝導位相干渉効果から超伝導性
を明らかにするため、安井・Anwar(A01-PD)・寺嶋(A01)・米澤・
前野らは、ライデン大と共同研究で、Sr2RuO4マイクロリングの
磁気抵抗量子振動を研究した。そして単結晶では初めてのLittle-
Parks振動を観測し、半整数フラクソイド状態を示唆する量子振
動モードの分裂も観測した。さらに、自発的に超伝導量子干渉
素子(DC-SQUID)の振舞も現れることから、時間反転対称を破る
カイラルドメインなど、2成分縮退した超伝導状態を示した⑧。 
また、浅野らは時間反転対称性を破るトポロジカル超伝導体
の微細系でのマイスナー効果と表面ラフネスの効果を分析し、カイラルp波超伝導のエッジ電流
が作る磁化が観測可能な大きさになることを明らかにした⑨。 
◇3. 接合系での成果  Anwar・前野・米澤・田仲(B01)らはソウル国立大・東京理科大との共同
研究で、Sr2RuO4と強磁性体Sr2RuO3との接合素子を開発し、スピン三重項クーパー対が強磁性体
へ深く浸入する「長距離近接効果」を観測した⑩。 
時間反転対称性の有無をめぐっては、柏谷(B01)、佐藤(D01)、田仲、前野らは、トンネル効果
の臨界電流が電流・磁場の同時反転に対して不変であることから、時間反転対称性が破れていな
いことを導き、スピン三重項秩序変数dベクトルがRuO2面内にあるヘリカル状態を提唱した⑪。
ミュオンスピン緩和からは、一軸性圧力でTcが倍以上に上昇するのに対して、時間反転対称性の
破れを意味する内部磁場の発生温度TTRSBはやや下降することがわかった。この振舞は低温相が
時間反転対称を破ることを示し、接合面では異なる状態が安定化する可能性もある。 
超伝導接合におけるトポロジカル超伝導に関して、浅野らは、マヨラナ・フラットバンドを介
した完全伝導の量子化を理論的に明らかにした⑫。汚れた常伝導金属と接合した場合、奇パリテ
ィ超伝導体表面のマヨラナ・フラットバンドは残り、それが金属に侵入して完全伝導を起こす。
接合のコンダクタンスはアッティヤ・シンガーの指数に対応する整数値に量子化される。 
◇4. 共晶系での転移温度倍増とカイラル超伝導  Anwar・米澤・前野らは、共晶析出したRu金属
片に近接効果で誘起したs波超伝導とSr2RuO4の超伝導との競合を調べた。Sr2RuO4固有の1.5-K超
伝導相では雑音が顕著に大きく、多成分秩序変数が示唆される一方で、3-K超伝導相はs波超伝導
との競合効果を示さない。前野・柏谷らは、析出したRu金属片1個を取り巻くSr2RuO4微小結晶で、
Ru金属の超伝導転移(0.5 K)温度以下での、超伝導競合効果を明らかにした。 
◆ 線ノードをもつトポロジカル物質での超伝導発見  前野・米澤・佐藤らは、山影(B01)らが理論
予言した非共系(Nonsymmorphic)対称性に保護された線ノード半金属CaSb2が超伝導体であるこ
とを2020年に発見した⑬。超伝導状態もトポロジカルになる可能性を分析、研究を続けている。 
銅酸化物高温超伝導体など準2次元物質の線ノード超伝導体では1次元巻付き数が定義でき、



トポロジカル超伝導体に分類できる。笠原（A01）・松田（A01）らは、YBa2Cu3Oyの常伝導相の
擬ギャップ状態での電子ネマティック状態への相転移を明らかにした。 
◆ その他のトポロジカル超伝導  藤本(A01)・水島(D01)らは、ワイル超伝導・ディラック超伝導
において、格子変形由来の擬似的カイラル磁場が、それと平行な方向に超伝導流を発生させるこ
とを理論的に見出した⑭。これはワイル半金属で予言されているカイラル磁気効果の超伝導版
といえる。なお、本研究はカナダUBCの大学院生がTopo-Q のJREPプログラムにて、阪大基礎工
に滞在中に開始した共同研究の成果である。 
寺嶋・松田・笠原らは、世界に類を見ない薄膜作製技術で重い電子系の人工超格子によるトポ
ロジカル量子相の研究を展開した。空間反転対称性の破れた2次元超伝導体では様々なトポロジ
カル超伝導状態が期待される。“ABCABC・・・”のトリコロール積層での超伝導状態を調べたと
ころ、理論的予言の新奇高磁場超伝導相を示唆する上部臨界磁場の低温での上昇を観測した⑮。 
 
【2．トポロジカルモット絶縁体・磁性体】トポロジカル磁
性体については、典型的な強相関電子系のイリジウム
酸化物やルテニウム化合物のハニカム格子系で、新学
術ならではの連携により高木・前野・松田の各グルー
プが別物質で並行してキタエフ量子スピン液体の実現
を目指した重点的研究を進めた。その中から松田・藤
本・笠原らは、ルテニウム化合物での磁気転移近傍の
スピン液体状態を利用して、遂にマヨラナ準粒子の存
在を示す半整数量子熱ホール効果を発見した⑯。 
◆ キタエフ量子スピン液体とマヨラナ準粒子の発見 
マヨラナ準粒子の実証に向けたキタエフ量子スピン液
体に関する研究は、本領域の松田、高木を中心とする
実験グループ、また藤本、宇田川(A01)、那須(公募D02)
ら理論メンバーが世界をリードする成果を挙げた。高
木らは、このスピン液体の物理概念と候補物質につい
てのレヴュー論文を発表した⑰。 
キタエフ量子スピン液体の実現には、磁性元素間に
キタエフ型相互作用と呼ばれる特殊な異方的相互作用
が必要とされてきた。強いスピン軌道相互作用をもつ
Ru、Ir化合物群ではそれらの有効磁気モーメントJeff 
=1/2間にキタエフ型相互作用が実現すると予想され、
(Li, Na)2IrO3やα-RuCl3などが有力な候補物質として着
目された。ただし殆どの場合、低温で磁気秩序化してス
ピン液体性を生じない。北川・高木らは、水素による元
素置換体H3LiIr2O6では実際にスピン液体性が極低温ま
で成立することを発見した⑱。 
笠原・松田・那須らは、α-RuCl3で起こる磁気転移を
磁場で抑制することで、低温までスピン液体性を維持
することに成功し、熱ホール伝導度の量子化を明らか
にした⑲。その量子化値は量子ホール状態の値の1/2倍
で、「半整数熱量子ホール効果」の観測に世界で初めて
成功した⑯。このような半整数量子化はマヨラナ準粒
子および非可換エニオンの直接的な証拠である。これ
は我が国が発信した重要成果で、トポロジカル現象の
研究分野では世界中で大きな反響を得ている。さらに、
熱ホール効果が半整数量子化する磁場方向がキタエフ
模型で予想される振舞と一致すること、特に面内磁場
においても半整数熱量子ホールが現れるこ
とも明らかにした。 
現実の物質ではキタエフ型相互作用以外
の磁気相互作用も存在するので、それらの
影響を知ることが重要である。藤本らは、異
なる方向を向く隣接スピン間の交換相互作
用の影響を理論的に吟味し、マヨラナ準粒
子の状態はむしろ安定化することを示し
た。 
また、宇田川らはキタエフ模型の厳密解
を拡張した動的相関関数の厳密な解析的表
式を導いた。そして、不純物周りでキタエフ
スピン液体特有のVison励起に起因するゼロエネルギー共鳴現象を見出した。この現象はNMRを
用いて検出することが可能である。 



◆ ハニカム格子ルテニウム酸化物における新奇ダイマー状態  前野・米澤らは、ハニカム格子
系のルテニウム酸化物Li2RuO3のRu-Ruダイマー転移に対する乱れの効果、およびLi欠損系での特
異なダイマー転移を明らかにした。 
◆ 重い電子系人工超格子における磁気量子相転移の制御  松田・寺嶋・笠原らは、スピン密度
波(SDW)を示す磁性金属CeRhIn5と非磁性金属YbRhIn5の超格子を作製し、SDWの低次元化によ
る量子相転移の実現に成功した⑳。 
◆ パイロクロア格子酸化物におけるエキゾチック準粒子  松田・笠原らは、パイロクロア酸化物
Yb2Ti2O7やPr2Zr2O7の量子スピン液体状態における低エネルギースピン励起を熱輸送測定により
調べ、磁気モノポール、トポロジカル欠陥である電気モノポール、ギャップレスなフォトン励起
などの創発準粒子の存在を明らかにした㉑。また、宇田川らはパイロクロア磁性体の磁気構造因
子に現れる半月構造の起源を明らかにした㉒。 
 
【3．トポロジカル半金属等】 
◆ 非エルミート・ハミルトニアンによるトポロジカル半金属の
解析  藤本・永井らは、非エルミート・ハミルトニアン
を用い、ワイルおよびディラック半金属の不純物効果を解
析し、リングやフラットバンドの電子状態の出現を導き、
光電子分光やトンネル効果による準粒子スペクトルから
観測できることを提案した㉓。  
◆ トポロジカル近藤絶縁体  強相関トポロジカル相の典
型例のひとつであるトポロジカル近藤絶縁体の候補物質
YbB12について、松田・笠原らは試料内部の絶縁体状態に
由来する磁化と電気抵抗の量子振動を観測した。「絶縁体
の量子振動」の観測は前例がなく、従来の常識を覆す㉔。 
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Review of Scientific Instruments 093903-1-8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
S. Yonezawa, T. Higuchi, Y. Sugimoto, C. Sow, Y. Maeno 86
 １．著者名

10.1103/PhysRevLett.115.147002

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Ferromagnetic Spin Fluctuation and Unconventional Superconductivity in Rb2Cr3As3 Revealed by
75As NMR and NQR

Physical Review Letters 147002-1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
J. Yang, Z. T. Tang, G. H. Cao, Guo-qing Zheng 115
 １．著者名

10.1016/j.jmmm.2015.07.004

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
First-order superconducting transition of Sr2RuO4 investigated by magnetization and magnetic
torque

Journal of Magnetism and Magnetic Materials 81-83

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
S. Kittaka, A. Kasahara, T. Sakakibara, D. Shibata, S. Yonezawa, Y. Maeno, K. Tenya, K. Machida 400
 １．著者名

10.1038/ncomms14408

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Zero-gap semiconductor to excitonic insulator transition in Ta2NiSe5

Nature Communications 14408-1-7

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Y.F. Lu, H. Kono, T.I. Larkin, A.W. Rost, T. Takayama, A.V. Boris, B. Keimer, H. Takagi 8
 １．著者名



2015年

2015年

2015年

2016年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1103/PhysRevB.93.075133

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effect of disorder on the dimer transition of the honeycomb-lattice compound Li2RuO3

Physical Review 075133-1-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
M. P. Jimenez-Segura, A. Ikeda, S. Yonezawa, Y. Maeno B 93
 １．著者名

10.1103/PhysRevB.92.224508

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Odd-frequency Cooper Pairs in Two-band Superconductors and their Magnetic Response

Physical Review 224508-1-11

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Y. Asano, A. Sasaki B 92
 １．著者名

10.1103/PhysRevB.92.180508

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Doping-enhanced antiferromagnetism in Ca1-;xLaxFeAs2

Physical Review 180508-1-5

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
S. Kawasaki, T. Mabuchi, S. Maeda, T. Adachi, T. Mizukami, K. Kudo, M. Nohara, Guo-qing Zheng, B 92
 １．著者名

10.1103/PhysRevB.92.100504

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Inversion symmetry of Josephson current as test of chiral domain wall motion in Sr2RuO4

Physical Review 100504R-1-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
K. Saitoh, S. Kashiwaya, H. Kashiwaya, Y. Mawatari, Y. Asano, Y. Tanaka, Y. Maeno B 92
 １．著者名



2016年

2016年

2016年

〔学会発表〕　計150件（うち招待講演　143件／うち国際学会　138件）

2019年

 ２．発表標題

Workshop “Low-dimensional emergent phenomena in correlated systems and topological quantum matter”（招待講演）（国際学会）
 ３．学会等名

H. Takagi
 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

Exotic spin-orbital entangled phases in 4d and 5d transition metal oxides

10.1016/j.crhy.2015.12.003

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Novel superconducting phenomena in quasi-one-dimensional Bechgaard salts

Comptes Rendus Physique 357-375

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
D. Jerome, S. Yonezawa 17
 １．著者名

10.1038/ncomms10903

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Interplanar coupling-dependent magnetoresistivity in high-purity layered metals

Nature Communications 10903-1-8

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
N. Kikugawa, P. Goswami, A. Kiswandhi, E. S. Choi, D. Graf, R. E. Baumbach, J. S. Brooks, K.
Sugii, Y. Iida, M. Nishio, S. Uji, T. Terashima, P. M. C. Rourke, N. E. Hussey, H. Takatsu, S.
Yonezawa, Y. Maeno, L. Balicas

7

10.1038/ncomms10807

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Possible observation of highly itinerant quantum magnetic monopoles in the frustrated
pyrochlore Yb2Ti2O7

Nature Communications 10807-1-6

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Y. Tokiwa, T. Yamashita, M. Udagawa, S. Kittaka, T Sakakibara, D. Terazawa, Y. Shimoyama, T.
Terashima, Y. Yasui, T. Shibauchi, Y. Matsuda

7
 １．著者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

International Conference on Strongly Correlated Electron Systems (SCES2019)（招待講演）（国際学会）

Strontium Ruthenate 25 years of a Puzzling Superconductor (SRO21+4)（招待講演）（国際学会）

Frontiers of Correlated Electron Sciences (FCES19)（招待講演）（国際学会）

OSS2019 Oxide Superspin Workshop 2019 and IBS-CCES Workshop on Strongly Correlated System 2019（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Matsuda

Yoshiteru Maeno

Yoshiteru Maeno

Yoshiteru Maeno

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Paradigm shift toward the full understanding of the superconductivity in Sr2RuO4

Majorna fermions and half-integer thermal quantum Hall effect in a chiral spin liquid

Paradigm shift toward the clarification of the superconductivity in Sr2RuO4

Non-Equilibrium Steady States (NESS) of a Mott-Anderson Insulator Candidate



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

Physical Review Workshop on New Frontiers of Superconductivity（招待講演）（国際学会）

IBSPCS-KIAS International Workshop “Frustrated Magnetism”（招待講演）（国際学会）

The 2nd Workshop on Spin-Orbit Coupled Topological States (SOCTS2019)（招待講演）（国際学会）

International Conference on Strongly Correlated Electron Systems (SCES2019)（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Yuji Matsuda

 ３．学会等名

Yoshiteru Maeno

Yoshiteru Maeno

Yuji Matsuda

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

Paradigm shift toward the clarification of the superconductivity in Sr2RuO4

Paradigm shift toward solving the puzzles of the superconductivity in Sr2RuO4

Exotic Pairing State and Nematic Critical Point of Fe(Se1-xSx)

Effect of quenched disorder on a quantum spin liquid state of triangular-lattice antiferromagnet 1T-TaS2

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

11th International Conference on Magnetic and Superconducting Materials（招待講演）（国際学会）

Workshop on “Quantum Criticality and Topology in Correlated Electron Systems”（招待講演）（国際学会）

New twist in high temperature superconductivity and beyond（招待講演）（国際学会）

Gordon Research Conference on Topological and Correlated Matter（招待講演）（国際学会）
 ３．学会等名

Yuji Matsuda

Yuji Matsuda

Yuji Matsuda

Yuji Matsuda

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Half-integer thermal quantum Hall effect in a chiral spin liquid

Half-integer quantized thermal Hall conductance in a chiral spin liquid

Majorana Quantization and Half-Integer Thermal Quantum Hall Effect in a Kitaev Spin Liquid

Majorana Quantization and Half-integer Thermal Quantum Hall Effect in a Quantum Spin Liquid

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

PCTS Workshop:“Strongly Correlated Systems and Interactions in Quantum Matter”（招待講演）（国際学会）

PCTS conference, “Strongly Correlated Systems ¥& Interactions in Quantum Matter”（招待講演）（国際学会）

Conference on Strongly Correlated Quantum Materials（招待講演）（国際学会）

Workshop “Low-dimensional emergent phenomena in correlated systems and topological quantum matter”（招待講演）（国際学会）

Hidenori Takagi

Yuji Matsuda

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Exotic spin-orbital entangled phases in 4d and 5d transition metal oxides

Half-integer thermal quantum Hall effect in a quantum spin liquid

Exotic spin-orbital entangled phases on honeycomb lattice

Exotic spin-orbital entangled phases in 4d and 5d transition metal oxides

 １．発表者名

 １．発表者名

Hidenori Takagi

Hidenori Takagi



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

3rd Asia-Pacific Workshop on Quantum Magnetism（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

Hidenori Takagi

Hidenori Takagi

Hidenori Takagi

Hidenori Takagi

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

MPI-PKS Workshop "Quantum Criticality and Topology in Correlated Electron Systems"（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Exotic spin-orbital entangled phases in 4d and 5d transition metal oxides

Exotic spin-orbital entangled phases in 5d and 4d transition metal oxides

Giant orbital diamagnetism of three-dimensional Dirac electrons in Sr3PbO antiperovskite+

Giant isotope effect observed in the honeycomb iridate H3LiIr2O6

 １．発表者名

26th Int. Workshop on Oxide Electronics (iWOE 26)（招待講演）（国際学会）

ICTP workshop（招待講演）（国際学会）



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

KTJ 2020（招待講演）（国際学会）

Workshop on “Strongly correlated materials; perspectives, challenges and dreams”（招待講演）（国際学会）

Asia Pacific Workshop on Highlights of Condensed-Matter Physics (APW2019)（招待講演）（国際学会）

Nature Conference on Emergence Materials and Device: Electronic Structures and Properties（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Hidenori Takagi

Guo-qing Zheng

Guo-qing Zheng

Hidenori Takagi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spins, charges and orbitals on frustrated lattices in complex vanadates

Topological superconductivity in correlated and non-correlated electron systems

Topological spin-triplet superconducting states in bulk materials

Giant orbital diamagnetism of three-dimensional Dirac electrons in Sr3PbO antiperovskite

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

International Conference on Spectroscopy on Novel Superconductors 2019（国際学会）

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 3rd Asia Pacific Workshop on Quantum Magnetism（招待講演）（国際学会）

IBSPCS-KIAS workshop（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Masafumi Udagawa

 ２．発表標題

Guo-qing Zheng

Masafumi Udagawa

Masafumi Udagawa

International Conference on Topological Materials Science 2019 (Topomat2019)（招待講演）（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Magnetic and Charge response of Kitaev’s spin liquid

Crystal-dependent d-vector direction and gap-symmetry transition in topological superconductors CuxBi2Se3

Exploration of Majorana in Kitaev dynamics

Dynamical response of Kitaev’s spin liquid

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2020年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SFB workshop

Superstripes 2019（招待講演）（国際学会）

Masafumi Udagawa

Satoshi Fujimoto

Satoshi Fujimoto

Satoshi Fujimoto

ATI Spintronics workshop（招待講演）

Vortex physics workshop（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Dimensional diversication in quantum spin ice

Chiral anomaly phenomena in Weyl superconductors

Topological quantum computation with Majorana fermions

Chiral anomaly phenomena in Weyl superconductors

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Materials Research Meeting 2019（招待講演）（国際学会）

International Conference on Topological Materials Science 2019 (TopoMat2019)（国際学会）

The 13th International Symposium on Crystalline Organic Metals, Superconductors and Magnets (ISCOM2019)（招待講演）（国際学
会）

J-Physics 2019 International Conference（招待講演）（国際学会）

Shingo Yonezawa

Shingo Yonezawa

Shingo Yonezawa

Shingo Yonezawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Control of nematic superconductivity in SrxBi2Se3 by uniaxial strain

Superconductivity in (TMTSF)2ClO4 tuned by disorder

Probing and tuning of nematic superconductivity in doped Bi2Se3 superconductors

Observation and control of nematic topological superconductivity in doped Bi2Se3 superconductors

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Strontium Ruthenate - 25 years of a Puzzling Superconductor（国際学会）

日本物理学会2019年秋季大会(物性)

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Shingo Yonezawa

 ２．発表標題

Shingo Yonezawa

Shingo Yonezawa

Shingo Yonezawa

Research Frontier of Advanced Spectroscopies for Correlated Electron Systems（招待講演）（国際学会）

The 2019 Gordon Research Conference on Superconductivity（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

SrxBi2Se3への一軸ひずみ印可によるネマティック超伝導の制御

Observation and Control of Nematic Superconductivity in Doped Bi2Se3 Topological Superconductors

Order Parameters of Topological Superconductors Investigated Using Field-Angle-Resolved Experiments

Superconducting anisotropy of Sr2RuO4 under in-plane magnetic field and current

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

RCQM Spring Workshop "Topological superconductors: Materials, topological order, and quenched disorder"（招待講演）（国際学
会）

KIAS-KAIST Workshop（招待講演）（国際学会）

S. Yonezawa

M. Udagawa

Y. Maeno

Y. Matsuda

Quantum Complex Matter 2018 (QCM2018)（招待講演）（国際学会）

Gordon conference: Correlated Electron Systems（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Nematic superconductivity in doped-Bi2Se3 topological superconductors

Local magnetic resonance in Kitaev’s spin liquid

Giant Diamagnetism in Ca2RuO4 Induced by DC Current

Quantum Oscillations of Electrical Resistivity in an Insulator

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Highly Frustrated Magnetism 2018（招待講演）（国際学会）

The 9th International Conference on Highly Frustrated Magnetism 2018（国際学会）

Erice Workshop 2018 "Majorana Fermions and Topological Materials Science"（招待講演）（国際学会）

Erice Workshop 2018 "Majorana Fermions and Topological Materials Science"（招待講演）（国際学会）

M. Udagawa

Y. Kasahara

S. Fujimoto

Y. Matsuda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Vison resonance in Kitaev’s spin liquid

Majorana quantization and half-integer thermal quantum Hall effect in a Kitaev spin liquid

Chiral anomaly and chiral electromagnetism in Weyl/Dirac superconductors

Thermal Hall effect in a Kitaev spin liquid: A possible signature of Majorana chiral edge current

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Erice Workshop 2018 "Majorana Fermions and Topological Materials Science"（招待講演）（国際学会）

Erice Workshop 2018 "Majorana Fermions and Topological Materials Science"（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Asano

 ２．発表標題

S. Yonezawa

Y. Maeno

Y. Matsuda

Erice Workshop 2018 "Majorana Fermions and Topological Materials Science"（招待講演）（国際学会）

Erice Workshop 2018 "Majorana Fermions and Topological Materials Science"（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Flat Andreev bound states and odd-frequency Cooper pairs

Nematic superconductivity in CuxBi2Se3 and other doped Bi2Se3 systems

Strain-Enhanced Superconductivity in Sr2RuO4

Quantum Oscillations and Neutral Fermions in an Insulator

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Trieste: Correlations in Electron Systems - from Quantum Criticality to Topology（招待講演）（国際学会）

12th International Conference on Ceramic Materials and Components for Energy and Environmental Applications (CMCEE 2018)（招
待講演）（国際学会）

Y. Matsuda

S. Fujimoto

S. Yonezawa

Y. Maeno

Materials and Mechanisms of Superconductivity and High temperature Superconductors (M2S-2018)（招待講演）（国際学会）

Materials and Mechanisms of Superconductivity and High temperature Superconductors (M2S-2018)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Majorana quantization and half integer thermal Hall conductance in a Kitaev spin liquid

Chiral anomaly and chiral electromagnetism in Weyl/Dirac superconductors

Nematic Superconducting Gap in the Topological Superconductor CuxBi2Se3

Spin-Triplet Superconductivity in the Ruthenate

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Control and Dynamics of Quantum Materials（招待講演）（国際学会）

Aharon Fest at Stanford Univ.（招待講演）（国際学会）

Workshop on Spin-Orbit Coupled Topological States (SOCTS2018)（招待講演）（国際学会）

Workshop on Spin-Orbit Coupled Topological States (SOCTS2018)（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

Y. Maeno

Y. Matsuda

Y. Maeno

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Revisiting the 3-K Superconductivity of Sr2RuO4 in Eutectic

Inducing Giant Diamagnetism by DC current in the Mott system Ca2RuO4

Half Integer Thermal Quantum Hall Effect in a Quantum Spin Liquid

Non-equilibrium Steady State (NESS): a new approach to control Mott insulator

 １．発表者名



2018年

2018年

2018年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The 2nd Asia Pacific Workshop on Quantum Magnetism（招待講演）（国際学会）

ICAM-NCTS Annual Meeting and Frontiers of Condensed Matter Workshop (National Tsing Hua University, Taiwan)（招待講演）（国
際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Matsuda

 ２．発表標題

Y. Maeno

Y. Maeno

M. Udagawa

Invited seminar at Center for Computational Quantum Physics (CCQ)（招待講演）（国際学会）

RIKEN-CEMS Colloquium（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Majorana fermions and half-integer thermal quantum Hall effect in a quantum spin liquid

SCES-NESS: Strongly-Correlated Electron Systems under Non-Equilibrium Steady States

Non-Equilibrium Steady States (NESS): a powerful approach to control Mott insulators

Dynamics of fractional excitations in Kitaev’s spin liquid

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本物理学会 第74回年次大会(2019年)領域8シンポジウム「非従来型超伝導体の未解決問題と将来の展望」（招待講演）

International Workshop on Constrained Many-body Dynamics（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

M. Udagawa, R. Moessner

M. Udagawa

Y. Maeno

International conferences on Frustrated Magnetism（招待講演）（国際学会）

Top-Spin 3: Spin and Topological Phenomena in Nanostructures - towards Topological Materials Science（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

スピン三重項超伝導候補物質の未解決問題とSr2RuO4"

Spectrum of itinerant fractional excitations in quantum spin ice

Fractional excitations of quantum spin ice in pre-coherency temperature range

Direct penetration of spin-triplet Cooper pairs into a ferromagnet in Sr2RuO4/SrRuO3-based junctions

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

SPICE Workshop on Spin Dyamics in the Dirac Systems（招待講演）（国際学会）

Superstripes 2017（招待講演）（国際学会）

Topological & Correlated Matter: From Fundamentals to New Discoveries（招待講演）（国際学会）

The 3rd Conference on Condensed Matter Physics（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

H. Takagi

Y. Matsuda

H. Takagi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Mott transition and strong diamagnetism in Ca2RuO4 tuned by electric field/current

Correlated Topological Phases in Complex Ir Oxides

Exotic superconductivity in FeSe

Quantum Liquid state of Jeff=1/2 isospins in complex Ir oxides

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

An International Workshop: Topological matter meets quantum information（招待講演）（国際学会）

Korean Physical Society Meeting（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Matsuda

 ２．発表標題

H. Takagi

Y. Matsuda

Y. Maeno

Competing Interactions and Colossal Responses in Transition Metal Compounds（招待講演）（国際学会）

International Workshop on Quantum Spin Ice（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Fully gapped superconductivity with no sign change in CeCu2Si2

Topological quantum spin liquid - “Zen” world

Monopoles and Photon in quantum spin ice

Direct penetration of spin-triplet Cooper pairs into a ferromagnet in Sr2RuO4/SrRuO3-based junctions

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International workshop on Topological States and Phase Transitions in Strongly Correlated Systems（招待講演）（国際学会）

The 6th International Conference on Mesoscopic Structures: Fundamentals and Applications（招待講演）（国際学会）

G.-q. Zheng

Y. Asano

H. Takagi

S. Yonezawa

Beyond! Topology and Materials（招待講演）（国際学会）

International Workshop on Spin-Orbit Interaction and G-factor (SOIG2017)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Quest for topological superconductivity

Dirty two-band superconductivity

Quantum liquid state of Jeff=1/2 isospins in complex Ir oxides

Nematic superconductivity in the strongly-spin-orbit-coupled doped topological insulator CuxBi2Se3

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

The North American Calorimetry Conference 2017 (Calcon2017)（招待講演）（国際学会）

KITP conference on “Order, Fluctuations, and Strong Correlations: New Platforms and Developments”（招待講演）（国際学会）

Order, Fluctuations, and Strong Correlations: New Platforms and Developments（招待講演）（国際学会）

The 28th International Conference on Low Temperature Physics（招待講演）（国際学会）

H. Takagi

Y. Matsuda

Y. Maeno

S. Yonezawa

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spin-orbital entangled quantum spin liquid on honeycomb lattice

Thermodynamic evidence for a nematic phase transition at the onset of pseudogap in YBa2Cu3O6+d and HgBa2CuO4+d

Superconductivity in the Antiperovskite Oxide Sr3-xSnO

Discovery of Nematic Superconductivity through Magnetic-Field-Angle-Resolved Calorimetry

 １．発表者名



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Asia Pacific Workshop on Quantum Magnetism（招待講演）（国際学会）

Trends in theory of correlated material（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

S. Fujimoto

 ２．発表標題

Y. Matsuda

H. Takagi

M. Udagawa

The 28th International Conference on Low Temperature Physics（招待講演）（国際学会）

28th International Conference on Low Temperature Physics（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Chiral anomaly phenomena in Weyl superconductors

BCS-BEC crossover and exotic superconducting pairing in FeSe

Quantum Liquid state of Jeff=1/2 isospins in complex Ir oxides

Recombination of Fractional Excitations in Frustrated Magnets

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2017 European Materials Research Society (E-MRS) Fall Meeting（招待講演）（国際学会）

SPICE-Workshop on “Exotic New States in Superconducting Devices: The Age of the Interface"（招待講演）（国際学会）

H. Takagi

Y. Maeno

Y. Matsuda

Y. Maeno

Kanamori Memorial Symposium（招待講演）

Quantum Materials Symposium 2017 (QMS2017)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Zero-gap semiconductor to excitonic insulator transition in Ta2NiSe5

Generation of spin-triplet Cooper pairs in superconducting junctions

Emergent exotic quasiparticles in frustrated quantum magnets

Current Topics on Mott-Semimetal Ruthenates

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

CIFAR-EPiQS Joint Meeting on Quantum Materials（招待講演）（国際学会）

CIFAR-EPiQS Joint Meeting on Quantum Materials（招待講演）（国際学会）

Novel Quantum States in Condensed Matter 2017（招待講演）（国際学会）

International Conference on Oxide Superconducting Spintronics 2017（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

Y. Asano

Y. Asano

Y. Kasahara

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Giant Diamagnetism in Ca2RuO4 Induced by DC Current

Flat-band Andreev bound states and odd-frequency Cooper pairs

Dirty two-band superconductivity

Half-integer thermal Hall conductance in a Kitaev spin liquid - Evidence for chiral Majorana edge current -

 １．発表者名



2017年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

2nd TMS-EPiQS Alliance Workshop: topological magnets and topological superconductors（招待講演）（国際学会）

TMS-EPiQS 2nd Alliance Workshop: Topological Magnets and Topological Superconductors（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Matsuda

 ２．発表標題

Y. Matsuda

S. Fujimoto

G.-q. Zheng

Conference on Topological Phases and Topological Quantum Computation（招待講演）（国際学会）

BEC2018（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Majorana fermions in Kitaev quantum spin liquid

Majorana quantization

Chiral anomaly phenomena induced by geomretical responses in Weyl semimetals and Weyl  superconductors

Topological superconducting states revealed by NMR

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2018年

2018年

2018年

2018年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

High Temperature Superconductivity - Unifying Themes in Diverse Materials（招待講演）（国際学会）

Colloquium, National Tsing Hua University（招待講演）（国際学会）

H. Takagi

H. Takagi

H. Takagi

Y. Maeno

The 18th Taiwan-Japan-Korea Symposium on Strongly Correlated Electron Systems (TJK18)（招待講演）（国際学会）

2018 Joint meeting of the DPG (ドイツ物理学会) and EPS (ヨーロッパ物理学会) Condensed Matter Divisions（招待講演）（国際学
会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Spin-orbital entangled quantum liquid on honeycomb lattice

Excitonic insulator transition and Superconductivity in Ta2NiSe5

Exotic spin-orbital entangled state in 4d and 5d transition metal oxides - beyond - physics

Spin-Triplet Superconductivity in the Ruthenate Sr2RuO4

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2018年

2018年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

American Physical Society March Meeting（招待講演）（国際学会）

AJL@80 (Celebration of the 80th birthday of Prof. A. J. Leggett),（招待講演）（国際学会）

CIFAR, Quantum Materials Program Meeting（招待講演）（国際学会）

International Conference on Strongly Correlated Systems (SCES2016)（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

Y.Maeno

Y. Matsuda

Y. Matsuda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Leggett’s Tree

Superconductivity in the Antiperovskite Dirac-Metal Oxide Sr3SnO

From Kondo lattices to Kondo superlattices: exploring the interface between heavy and normal electrons

Thermodynamic evidence for a nematic phase transition at the onset of pseudogap in YBa2Cu3O6+d and HgBa2CuO4+d

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Trends in Thoery of Correlated Materials 2016（招待講演）（国際学会）

Uppsala Univ. Departmental Seminar（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Maeno

 ２．発表標題

Y. Matsuda

Y. Maeno

S. Fujimoto

Strong Correlations and the Normal State of the High Temperature Superconductors（招待講演）（国際学会）

NORDITA seminar（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Properties of antiperovskite oxides with Dirac electrons

Fully gapped s-wave pairing of a prototypical heavy-fermion superconductor in the very edge of magnetic instability

Properties of antiperovskite oxides with Dirac points

Torsional chiral magnetic effect in a Weyl semimetal with a topological defect

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

NORDITA seminar（招待講演）

Spectroscopies in Novel Superconductors (SNS2016)（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

Y. Matsuda

G.Q. Zheng

H. Takagi

11th International Conference on Spectroscopy of Novel Superconductors (SNS2016)（招待講演）（国際学会）

Gordon Research Conference on Correlated Electron Systems（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Novel phenomena in the Mott insulator Ca2RuO4 under non-equilibrium conditions

BCS-BEC crossover, preformed pairs and highly spin polarized superconducting phase in FeSe

NMR evidence for spin-rotation symmetry breaking and triplet superconducting state in a doped topological insulator

Quantum spin liquid state in honeycomb-based complex iridium oxides

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

International Symposium on Structure-Property Relationship in Solid Materials-2016（招待講演）（国際学会）

Univ. Salerno Departmental Seminar（招待講演）

UFOX（招待講演）（国際学会）

Condensed Matter Physics in the City 2016（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

Y. Maeno

H.Takagi

H. Takagi

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Novel phenomena in the Mott insulator Ca2RuO4 under non-equilibrium conditions

Superconductivity in Antiperovskite Dirac-metal Oxide Sr3SnO

Exploring the signature of Kitaev spin liquid in complex iridium oxides with honeycomb-related structure

Chemistry and physics of complex iridium oxides

 １．発表者名



2016年

2016年

2016年

2016年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

8th International Conference on Highly Frustrated Magnetism 2016 (HFM 2016)（招待講演）（国際学会）

TopoMat2016（招待講演）（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Y. Maeno

 ２．発表標題

Y. Matsuda

Y. Asano

Y. Matsuda

Quantum Criticality and Topology in Itinerant Electron Systems（招待講演）（国際学会）

SPIE. photonics and spintronics 2016（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Current Topics on Ca2RuO4 and Sr2RuO4

Quantum criticality and exotic superconductivity in artificially engineered Kondo superlattices

Edge current in a small chiral superconductor

Low-energy elementary excitations in frustrated quantum magnets probed by thermal and thermal Hall conductivities

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2016年

2016年

2016年

2017年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

TopoMat2016（招待講演）（国際学会）

EPiQS-TMS Trans-Pacific Conference on Topological Quantum Materials（招待講演）（国際学会）

S. Fujimoto

Y. Matsuda

S. Fujimoto

Y. Maeno

EPiQS‐TMS Trans‐Pacific Conference on Topological Quantum Materials（招待講演）（国際学会）

The DMREF-FCMP Symposium on Mott Transitions and Computational Approaches（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Torsional responses in Weyl semimetals and Weyl superconductors

Detecting emergent photon and monopoles in quantum spin liquid state

Geometrical responses in Weyl metals and Weyl superconductors

Novel phenomena in the Mott insulator Ca2RuO4 under non-equilibrium conditions

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2017年

2017年

2017年

2017年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Workshop on Strongly Correlated Materials: Topology and Quantum Phase Transitions（招待講演）（国際学会）

Quantum Criticality & Novel Phases 2017 (QCNP2017)（招待講演）（国際学会）

The International Conference on Quantum Criticality and Novel Phases (QCNP2017)（招待講演）（国際学会）

American Physical Society March Meeting 2017（招待講演）（国際学会）

Y. Maeno

Y. Matsuda

G.Q. Zheng

Y. Matsuda

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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